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町
で
は
、
ご
み
の
再
資
源
化
、
減
量
を
進
め

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
「
資
源
ご
み
」
　
（
新

聞
紙
、
雑
誌
類
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
紙
、

布
類
、
紙
パ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
）
　
の
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
　
３
月

に
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
お
よ
び
収
集
日

の
一
覧
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
よ
く
ご
覧
の

う
え
、
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

収
集
日
　
　
週
１
回

収
集
場
所
　
も
え
る
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問
合
せ
先

町
清
掃
セ
ン
タ
ー

町
保
健
課
環
境
公
害
係

�
８
２
－
３
４
２
ｊ
唾

�
８
１
１
１
８
３
４

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

新聞紙、雑誌類(チラシを念む)、

布類、ダンボール、ボール紙、

紙パック、ペットボトル、発泡新聞紙

るか、ポリ袋に入れて出してく

ださい。

　紙パックは、開いてよく洗浄

し、乾燥してから結束して出し

てください。

　ペットボトルは、キャップと

ラペルをはずし水洗いをし、つ

ぶしてからポリ袋に入れて出し

てください。

　発泡スチロール（食品容器、

トレー等）はよく洗浄し、乾燥

してからポリ袋に入れて出して

ください。

　大きいものは結束して出して

ください。

ペットボトル

W

（
日
�

布類

昿
ダ

４月から運転几亘藍宛図ｼ＝
iS現在試運転中の

　清掃センター（厚生年金一国

　民年金積立金還元融資施設）

施設の概要

処理量

　701し／[]、

排水処理設備

　無放流方式(クローズド　システム)

余熱利用設備

　施設内の給湯、暖房、隣接施設への給湯

火入れ式（１月14日）

２
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生ご.

諦
二□⑦でＳ

　　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾄﾚ‾　ﾌﾟﾗｽﾁｯﾌI蓉器

生ごみ、紙くず、プラスチックパック、トレー、容器、紙おむつ、

ビデオテープ、カセットテープ、くつなど

出すときの注意

　生ごみはよく水をきり、ポリ袋などに入れ袋の□をしばって出

してください。

　紙くず、プラスチックパック、トレーなどは、ポリ袋に入れて

出してください。

　木くず、板くず、本の枝などは60j‾以下に切り、ひもでしっか

り結び束にして、直径20V以下にして出してください。

自転車

アルミ缶・スチール缶

　金属類、スプレー缶、スチール缶、アル

ミ缶、こうもり傘、ふとん、電気器具類、

机、いす、カーペット、タンス、一斗缶、

石油ストーブ、自転車、電球、蛍光灯、乾

電池など

出すときの注意

　スプレー缶は、爆発防止のため穴を開け、

ガスを抜いてから出してください。

　食品等の入っていた缶は、中をかるく水

洗いをしてから出してください。

　缶類、電球、蛍光灯などは、丈夫な袋に

入れて出してください。

牛乳パック

発泡スチロールトレー

Ｊ
偏
欄

ｊ
几
下
川
応

．
‐
・
ｙ
鮨
硲

ビールビン・ジュースのピン

　ビールビン、ジュースビン、酒ビン、洋酒ビン、

清涼飲料水のビン、食品類のビン、油用のビン、

化粧・薬品のビン、割れビン、不要のガラスなど

出すときの注意

　ビン類はキャップをはずし、中をかるく水洗い

をしてから、丈夫な袋かケースに入れて出してく

ださい。

　ガラス類は、丈夫な袋に入れて出してください。
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小田垣英一郎氏

宇都宮地方裁判所調停委員

栃木ロータリークラブ会長

行政相談委員

栃本県公害モニター

宇都宮家庭裁判所調停委員

栃本税務署管内国税モニター栃ノ本

会会長

栃本税務署管内問税会会長

栃本県酒造組合栃木支部長

栃木県酒造組合会長

栃木県食品工業協会副会長

平元年

平２年

平３年

坂田佐一郎氏
ｊ
　
夜
道
栄
借
賃

本
　
『
緑
十
字
銀
章
』
を
受
章

馬下
　
　
　
　
　
　
　
　

（
財
）
全
日
本
交
通
安
全
協
会
な
ど

葉
　
　
　
　
　
　
が
主
催
す
る
、
竿
3
9
回
交
通
安
全
国
民

稲
　
　
　
　
　
　
運
動
中
央
大
会
（
１
月
1
3
日
・
東
京
日

ぐ
　
　
　
　
　
　
比
谷
公
会
堂
）
で
、
町
交
通
安
全
協
会

長
の
坂
田
佐
一
郎
氏
（
稲
葉
下
馬
木
）

　
　
.
d
U
l
n
l
。
　
　
　
　
!
&
’
4
8
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」
を

貼
付
ペ
匹
噺
　
　
　
　
ぐ
交
通
安
全
へ
の
尽
力
、
交
通
事
故

¨
　
　
　
応
煕
｀
　

。
Ｖ
　
　
　
　
　
　

の
防
止
と
交
通
秩
序
の
確
立
に
対
す
る

　
　
／
詔
謳
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

４

殲
懇
願
。
一
題
四
…
…
一
…
…
…
・
。
題
一
…
…
…
言
皿
皿
…
…

＾

一
…
…
…
…
一
一
…
…
…
…
…
。

届
顎
9
1
一
一
一
…
…

…
・
ご

、
一
一
［
五
・

］
］
恥
雖
｀
翻

受
｀
宍

e

高木辰雄氏

囃

高橋政夫氏

ゝ W

　
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
よ
り
、
高

本
辰
雄
氏
（
本
郷
）
が
健
康
功
労
賞
、

高
橋
政
夫
氏
（
城
内
）
が
審
判
員
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
高
木
氏
は
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

発
足
に
尽
力
、
平
成
６
～
８
年
度
に
問

協
会
員
を
務
め
、
現
名
誉
会
長
。
高
橋

氏
は
、
町
内
で
は
早
く
か
ら
１
級
審
判

員
の
資
格
を
取
得
、
現
在
は
審
判
員
の

養
成
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
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♂
／
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ｔ

〈
青
簾
さ
ん
ら
蕎
名
が
優
優

」
秀
賞
似
〈

　
　
　
　
　
　
　
％
　
　
　
－
－
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
－
－
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
－
－

Ｘ

（
睦
小
５
年
）

シ

Ｓ

い

小
学
生
の
部

☆
穀
優
秀
賞

　
斎
藤
　
秋

☆
優
秀
賞

　
中
田
　
敬
祥

　
石
黒
　
ひ
と
み

　
白
石
　
瑛
子

　
鰹
沼
　
半
影

　
山
田
　
恵
理

　
武
藤
　
卓
也

　
長
　
　
香
織

☆
桂
　
作

　
町
と
町
教
育
委
員
会
主
催
の
「
人
権

の
集
い
」
が
日
月
2
7
日
、
壬
生
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
町
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
か
ら
募
集
し
た
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
人
貧
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
作
文
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
壬
生
来
小
学
校
１
年
の
山
田
和
希

さ
ん
（
題
名
　
ち
か
ら
も
ち
で
や
さ
し

い
く
ま
さ
ん
）
、
睦
小
学
校
６
年
石
川

な
つ
き
さ
ん
（
題
名
　
み
ん
な
ち
が
っ

て
み
ん
な
い
い
）
南
犬
飼
中
学
校
１
年

大
橋
正
さ
ん
（
題
名
　
母
か
ら
学
ん
だ

こ
と
）
の
３
名
か
ら
作
品
の
朗
読
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
と
ち
ぎ
民
俗
文
化
研
究
所

長
尾
島
利
雄
氏
か
ら
「
愛
と
勇
気
と
決

断
と
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
人
貧
者
は
次
の
通
り
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
（
敬
称
曙
）

　
．
　
で
‘
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い
ー
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＼
ぺ
　
　
に
ー
い
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い
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へ
＼
　
　
川
口
　
、
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＼
　
　
　
ド
ー
　
5
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4
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r
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入
．
［
作
入
植
４
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1
、
公
一
で
溥
ス
タ
干
．
一
．

］
作
婁
丿
貫
者
奄
嶺
驀
三

　
　
　
　
　
≒
で
　
く
　
　
ー
　
　
　
　
ヘ
ペ
　
こ
　
　
ー
－
－
－
－
こ
　
　
　
　
　
｀
　
　
－
－
　
こ
　
ｌ
ｘ
ぐ
　
こ
　
　
～
－
－
－
－
　
Ｊ
　
ｓ
ｙ
へ
い
　
べ
　
　
／
－
０
－
－
ニ
　
ｓ
へ
＼
○

　
（
壬
生
小
６
年
）

　
宝
生
小
６
年
）

　
宝
生
小
６
年
）

　
（
壬
生
小
６
年
）

宝
生
東
小
５
年
）

宝
生
東
小
６
年
）

　
晏
塚
小
６
年
）

犬
高
美
香
・
鈴
水
彩
千
生
小
５
年
）

井
田
由
美
・
渡
辺
佳
美
・
河
野
有
美

　
千
生
小
６
年
）
、
山
川
穴
蔵
（
藤

井
小
５
年
）
、
石
塚
美
樹
・
青
木
美

績
・
秋
田
志
田
ザ
小
野
奈
保
子
千

生
来
小
５
年
）
、
田
中
麻
紀
・
内
藤

藍
・
武
藤
亜
耶
・
鈴
木
希
望
（
壬
生

来
小
６
年
）
、
口
七
乙
女
歩
・
鈴
木
麻

ブ◇
八
才
六
犬

　
　
｀
ヽ
ヘ
　
　
ー
ー
ー
ー
ー
ー
　
、
Ｓ

万
万
六
万
タ

X ＼

　
　
　
作
、
　
　
ッ
ー
・
　
バ
Ｖ

ノ
サ
ヅ
ゾ
。
犬
　
ヅ

ヘ
ノ
ゾ
ク
ヤ

／
ソ

ヘ
　
　
　
⑤
／
‥
リ

ポスター小学生の鄙振優秀賞

睦小５年斎藤秋さんの作品

希
・
高
久
裕
紀
・
神
水
淳
美
・
篠
崎

由
実
・
小
林
孝
（
稲
葉
小
５
年
）
小

倉
伸
吾
・
菜
高
論
・
高
木
久
美
子

・
入
江
有
紀
（
稲
葉
小
６
年
）
、
落

合
伸
浩
・
神
水
真
代
・
丸
山
真
緒
・

神
水
友
理
（
羽
生
田
小
５
年
）
、
赤

羽
根
寿
幸
・
山
口
智
・
木
野
内
博
之

・
神
水
真
希
（
羽
生
田
小
６
年
）
弓

田
賀
春
（
壬
生
北
小
５
年
）
　
・
小

林
美
穂
・
高
平
戸
望
・
渡
漫
直
子

　
（
壬
生
北
小
６
年
）
、
小
林
直
樹

鈴
木
隆
昭
・
佐
藤
恵
理
・
中
島
綾
香

　
（
安
塚
小
５
年
）
、
中
川
歩
・
月
井

か
お
り
・
大
久
保
嘉
子
・
大
久
保
雄

貴
・
矢
菅
奈
津
美
（
安
塚
小
６
年
）

福
井
歩
笑
・
田
中
沙
今
枝
・
川
甘

栗
沙
・
岸
亜
由
夢
（
睦
小
５
年
）
大

貫
史
貴
・
芹
洋
友
里
絵
・
斎
藤
聖

良
・
中
村
大
海
・
伊
東
晃
（
睦
小
６
年
）

朧厘謳

ｦ琴宍

朧鎧ｋ纏頭
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ポスター中学生の鄙振優秀賞

壬生中２年福島由佳さんの作品

中
学
生
の
部

☆
最
優
秀
賞

　
福
島
　
由
佳
　
　
　
宝
生
申
２
年
）

☆
優
秀
賞

　
賀
川
　
隆
洋
　
　
　
年
生
中
１
示
）

　
中
出
　
仁
美
　
　
　
年
生
中
２
年
）

　
早
乙
女
　
立
弓
　
　
宝
生
中
２
年
）

　
五
十
嵐
　
純
子
　
（
南
犬
飼
中
３
争

☆
佳
　
作

　
村
上
恵
理
（
壬
生
中
１
年
）
　
・
阿
久

　
粛
裕
子
・
片
山
ま
す
み
（
壬
生
中
２

　
言
、
岩
崎
寄
手
・
神
水
芳
恵
・
福

　
田
仁
美
（
壬
生
中
３
年
）

作
文
入
賞
者
（
敬
称
賂
）

小
学
校
低
学
年
の
部

☆
最
優
秀
賞

　
山
田
　
和
希
　
　
壬
生
東
小
１
年
）

☆
優
秀
賞

　
小
菅
　
陽
美
　
　
　
宝
生
小
３
年
）

　
椎
名
　
立
入
　
　
　
谷
井
小
２
言

　
星
野
　
芽
衣
　
　
　
谷
井
小
３
言

　
大
粟
　
千
佳
　
　
宝
生
束
小
３
年
）

　
加
藤
　
綾
恵
　
　
（
羽
生
田
小
士
年
）

　
森
田
　
泰
幸
　
　
（
壬
生
北
小
２
言

　
山
野
井
　
淳
美
　
宝
生
北
小
３
年
）

　
藤
田
　
　
梓
　
　
　
晏
塚
小
１
年
）

　
石
山
　
恵
美
　
　
　
晏
塚
小
３
年
）

　
古
田
　
雄
飛
　
　
　
　
（
睦
小
２
年
）

　
増
山
　
裕
美
　
　
　
　
（
睦
小
３
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

☆
最
優
秀
賞

　
石
川
　
な
つ
き

（
睦
小
６
年
）

☆
優
秀
賞

　
中
島
　
史
絵

　
宇
賀
神
　
浩
康

　
斎
藤
　
エ
リ

　
篠
崎
　
佳
樹

　
武
関
　
香
奈

　
山
口
　
な
ゆ

　
小
野
□
　
淳

　
小
平
　
紀
代
美

　
篠
崎
　
由
実

　
鈴
木
　
麻
希

　
早
乙
女
　
歩

　
高
久
　
実
穂

　
神
水
　
晴
代

　
高
山
　
真
柴
恵

　
落
合
　
友
香

　
木
村
　
早
矢
里

　
大
垣
　
好

　
渡
漫
　
渉
子

　
柏
倉
　
亜
美

　
長
　
　
香
織

　
小
林
　
恵
利
香

　
黒
川
　
敦
子

　
瀬
川
　
智
広

　
中
学
生
の
部

　
☆
最
優
秀
賞

　
　
大
橋
　
正

　
☆
優
秀
賞

　
　
横
倉
　
香
織

　
　
幸
村
　
友
子

　
　
芝
田
　
江
美

　
　
木
村
　
円
科

　
宝
生
小
４
年
）

　
生
生
小
６
年
）

　
谷
井
小
４
年
）

　
谷
井
小
５
年
）

　
（
藤
井
小
６
年
）

宝
生
来
小
４
年
）

宝
生
来
小
５
年
）

♀
生
来
小
６
年
）

　
（
稲
葉
小
５
年
）

　
（
稲
葉
小
５
年
）

　
（
稲
葉
小
５
年
）

　
福
葉
小
６
年
）

　
（
稲
葉
小
６
年
）

（
羽
生
田
小
５
年
）

（
羽
生
田
小
６
年
）

宝
生
北
小
４
年
）

宝
生
北
小
５
年
）

宝
生
北
小
６
年
）

　
晏
塚
小
５
年
）

　
晏
塚
小
６
年
）

　
晏
塚
小
６
年
）

　
　
（
睦
小
５
年
）

　
　
（
睦
小
６
年
）

毎
犬
飼
中
１
年
）

（
南
犬
飼
中
１
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

（
南
犬
飼
中
３
年
）

（
南
犬
飼
中
３
年
）
　
　
５



密達者　　＼

　カッフル縦

壬生下馬本
節葉　六－さん(80)

　　　　半ミさん(ﾜ5)

壬生小学校6年

　　　出井　健一郎

夫妻

１

青
春
ス
ケ
ョ

チ
⑩

大きな犬を飼ってみたい

緑町三丁目　　管家　真理さん

　旅行と音楽鑑賞が趣味という真理さん。

　今までの旅行で印象に残ったことは［名古屋の青空

がきれいだったこと］だそうです。ま仁音楽はユー

ロビートをよく聴きます。

　大好きの真理さんの夢は、「大きな大を飼うこと」

です。

壬生小学校５年

　　　小藩　翔平

肌
◎
⑩
忌

jl

］

　　.;.;%..l､､UU゛UUIUJ%;%゛゛
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乙

　
現
在
、
雌
黄
六
一
さ
ん
・
キ
ミ
さ
ん

ご
夫
妻
は
長
男
夫
妻
、
お
孫
さ
ん
と
５

人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
犬
正
７
年
生
ま
れ
の
六
一
さ
ん
は
、

壬
生
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
青

年
学
校
へ
進
み
ま
し
た
。
犬
正
1
3
年
生

ま
れ
の
キ
ミ
さ
ん
は
、
南
犬
飼
尋
常
高

等
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
実
家
の
農

業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
昭
和
2
0
年
に
結
婚
し
、
以

来
、
農
業
ひ
と
す
じ
に
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
六
一
さ
ん
は
農
協
役
員

や
農
業
委
員
、
自
治
会
長
な
ど
を
つ
と

め
ま
し
た
。

　
米
作
り
は
、
ご
長
男
が
あ
と
を
継
ぎ

ま
し
た
が
、
野
菜
作
り
の
方
は
、
介
も

ふ
た
り
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
六
一
さ
ん
は
、
農
作
業
の
合
間
に
趣

味
の
盆
栽
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
キ
ミ

さ
ん
は
、
老
入
会
の
旅
行
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
は

野
球
、
相
撲
、
時
代
劇
を
よ
く
見
ま
す
。

「
健
康
の
た
め
に
は
、
体
を
動
か
す
こ

と
と
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
元
気
な
お
二
入
で
す
。

壮
魏 －

小
中
李
登
誉
黎
禰
め
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
第
一
回
書
き
初
め
コ
ン
ク
ー
ル
の
出

　
展
作
品
が
、
町
生
涯
学
習
館
に
１
月
2
0

　
目
か
ら
2
4
日
ま
で
展
示
さ
れ
、
講
座
な

に
ご
で
訪
れ
た
人
々
も
足
を
止
め
て
見
入

　
っ
て
い
ま
し
た
。
町
内
小
中
学
校
か
ら

　
ー
。
０
９
２
占
の
応
募
が
あ
り
、
心
名

　
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は

　
次
の
通
り
で
す
。

表
彰
（
敬
称
賂
）

町
長
賞
　
根
津
照
美
　
宝
生
中
３
年
）

教
育
長
賞

小
学
３
年
　
福
田
成
美
　
　
宝
生
小
）

小
学
４
年
　
川
和
敬
裕
　
宝
生
束
小
）

小
学
５
年
山
野
井
由
佳
（
壬
生
北
小
）

小
学
６
年
　
田
中
部
江
　
　
（
稲
葉
小
）

中
学
１
年
　
赤
羽
根
良
美
　
（
壬
生
中
）

中
学
２
年
　
須
藤
美
紀
　
　
（
壬
生
中
）

中
学
３
年
　
館
野
如
法
　
　
宝
生
中
）

壬生中学校３年

根津　照美さん

　
大
平
町
の
犬
島
陽
一
郎
氏
か
ら
、
町

に
プ
ラ
ン
タ
ー
ー
。
０
０
０
個
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　
犬
島
氏
の
経
営
す
る
会
社
で
は
プ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
を
製
造
し
て
お
り
、
壬
生

に
営
苦
吟
を
持
つ
こ
と
か
ら
馴
染
み
が

深
く
、
以
前
に
も
寄
贈
を
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
町

内
の
小
・
中
学
校
に
配
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
手
で
き
れ
い
な
花
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　第50回壬生町成人式が中央公民館で行われ、

式場は、久しぶりに会う友人との旧交を温めあ

う新成人たちの姿で華やぎました。

　式典では、来賓祝辞に続き、新成人代表の大

垣智一さんが新成人の抱負を述べました。

　今年は男性301名、女性332名の計633名が成

人の仲間入りをしました。

７



里菜ちゃん親子（下稲葉）佐藤克昌ちゃん兄弟（駅東町）鈴木

友ト

ド

ら亘

ド

下
野
西
洋
兵
学
の
導
入
者
・
壬
生
藩
士

普

｡
9……

　
　
　
　
　
１
８
１
６
年
（
文
化
６
）
～
１
８
８
２
年
（
明
治
1
5
）

　
反
射
炉
や
品
川
台
場
の
建
設
で
知
ら
　
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
西
郷
隆
盛
が
陸
軍

れ
る
江
川
英
龍
（
太
郎
左
衛
門
・
坦
庵
）
　
大
将
、
中
将
が
な
く
、
福
野
利
秋
、
村

は
、
西
洋
式
軍
隊
を
日
本
に
確
立
し
た
　
田
新
入
が
少
将
の
時
で
あ
り
ま
す
か
ら

人
物
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
厚
遇
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
門
人
は
四
。
０
０
０
余
り
と
い
　
　
友
平
は
江
川
英
龍
の
教
え
「
教
慎
第

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
没
後
の
門
人
を
含
　
　
丁
実
用
専
務
」
を
説
き
、
明
治
の
陸

め
た
教
で
あ
り
、
直
接
教
え
を
受
け
た
　
軍
の
思
想
基
盤
を
っ
く
り
ま
し
た
。
有

者
は
三
百
人
未
満
で
す
。
こ
の
う
ち
の
　
名
な
人
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

誰
が
高
弟
か
な
ど
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
　
人
格
と
後
世
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る

ん
。
老
中
阿
部
正
弘
な
ど
大
名
は
論
外
　
と
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
、
木
戸
孝
允
な
ど
は
末
弟
の
部
類
で
　
　
　
「
郷
土
の
人
々
」
は
今
回
が
最
終
回

す
。
高
弟
と
は
、
一
瀬
太
蔵
（
会
津
）
、
　
に
な
り
ま
す
。
平
成
四
年
度
か
ら
ス
タ

前
田
藤
九
郎
（
備
後
福
世
、
星
野
覚
　
１
卜
し
ま
し
た
郷
土
の
人
物
調
査
は
終

丘
ハ
衛
（
陸
奥
言
、
岩
倉
鉄
三
郎
（
川
樵
、
丁
し
、
人
見
威
民
を
皮
切
り
に
、
斎
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
し
ょ
う
　
　
　
ま
こ
と
　
　
　
く
う
ぼ
く

九
牛
栄
（
下
野
壬
生
）
な
ど
を
い
い
ま
　
玄
昌
、
鳥
居
恍
、
高
久
空
本
、
そ
し
て

す
。
こ
の
う
ち
、
友
平
栄
と
の
交
流
は
　
友
平
栄
と
、
壬
生
を
代
表
す
る
人
物
を

特
に
あ
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

　
幕
府
は
ペ
リ
ー
来
航
後
、
芝
新
銭
座
　
も
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
が
出
発

に
江
川
氏
の
訓
練
場
を
つ
く
り
、
旗
本
　
点
と
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

を
洋
式
陸
軍
に
編
成
替
え
し
よ
う
と
し
　
げ
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
論
藩
士
も
入
門
　
　
今
後
、
こ
の
五
名
の
先
人
た
ち
は
小

し
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。
友
平
は
こ
の
　
学
校
副
読
本
『
の
び
ゆ
く
壬
生
町
』
に

教
育
に
あ
た
り
、
尊
敬
を
集
め
ま
し
た
。
掲
載
さ
れ
、
学
校
教
育
の
な
か
で
曹
及

教
え
子
た
ち
は
戊
辰
戦
争
で
敬
味
方
に
　
啓
蒙
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

分
か
れ
ま
し
た
が
、
維
新
後
は
薩
摩
・
　
　
す
。

長
州
か
ら
請
わ
れ
、
陸
軍
大
佐
と
し
て

８
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壬
生
中
学
校
、
南
犬
飼
中
学
校
が
合

同
で
創
作
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
、

町
中
学
校
美
術
展
が
１
月
９
日
・
1
0
日

の
両
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

川
上
澄
生
作
『
南
蛮
船
図
』
よ
り

　
牛
乳
パ
ッ
ク
再
生
紙
を
貼
り
合
わ

（

せ
て
制
作
し
た
作
品
　
　
　
　
　

）

　
会
場
に
は
、
水
彩
画
や
手
工
芸
、
共

同
制
作
の
作
品
な
ど
、
各
校
で
選
抜
さ

れ
た
作
品
約
5
0
0
占
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

さ
ま
ざ
ま
手
工
芸
品

　
仲
通
町
公
民
館
で
１
月
2
9
日
、
町
執
行

部
、
福
祉
担
当
職
員
な
ど
が
出
席
し
、
介

護
保
険
制
度
の
説
明
会
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
来
年
平
成
1
2
年
）
の
４
月
か
ら
、
各
市

町
村
が
運
営
主
体
と
な
り
ス
タ
ー
ト
す

る
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組

み
や
利
用
方
法
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
仲
通
町
玉
通
町
・
万
町
上
新
町
か
ら

約
7
0
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

羽生田地区の伝統行事

ど才んど隣席
缶[迩四大心測⑩

へ＿/

　羽生田地区ふるさとルネッ

サンス推進委員会では「どんと

焼き」をヽ1月10日石ﾔました。

　竹で組まれた櫓（高さ約20

白に、古いお札やしめ縄、

ダルマなどを入れて燃やし、

その炎でヽ米の粉を丸く練且

たものを本の枝に付けた「繭

玉」を焼いて食べるという、

小正月の伝統行事です。

お嗣子の典庸

１
「
繭
玉
」

　福和田地区ふるさとルネッサンス推進委員会では

約150名が参加し、12月31日に福和田神明言で

「福和田地区おおみそかフェスティバル」を行い

を
焼
き
ま
す

ました。　　　　　　　………::J･｡一一｡

　甘酒などがふ､るまﾝわれた套場では、福和田、鰹

沼同地区の五段囃子保存会にとよ=1==万るお囃子の共演が

行われ、聴衆の褐采を浴徊印匹yました。

⑤⑤

雀

　
　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
　
歌

古
稀
す
ぎ
て
心
円
か
に
あ
る
日
々
を
三

面
記
事
に
腹
た
て
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
壮

う
ち
づ
ら
　
　
　
せ
か
れ

内
面
の
悪
き
伜
も
子
を
も
て
ば
親
ら
し

く
な
る
帰
省
の
た
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

つ
り
竿
を
か
っ
い
で
帰
る
少
年
の
バ
ケ

ツ
に
小
さ
き
魚
泳
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

賀
状
の
み
の
付
き
あ
い
な
り
し
が
便
り

な
く
故
郷
の
友
如
何
に
な
り
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
ノ
リ

　
　
　
　
俳
　
　
句

立
春
や
仔
猫
に
も
あ
る
反
抗
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
克
明

か
じ
か
み
し
児
の
手
雨
水
に
包
み
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

日
記
帳
一
行
の
み
の
三
ケ
日

い
と
け

な
き
唇

に
紅

初
鏡
　　高
　　田

　　昭
　　夫

山
本
八
重
子

９



１
．
土
壌
の
汚
染
と
災
害
発
生
の
防
止

を
目
的
と
し
た
条
例
で
す

　
有
害
物
質
が
混
入
し
た
土
砂
等
の
埋

立
て
、
盛
土
、
た
い
積
（
埋
立
て
等
）

に
よ
る
土
壌
汚
染
や
、
無
秩
序
な
埋
立

て
等
に
よ
る
崩
落
等
の
災
害
の
発
生
を

未
然
に
防
止
し
、
皆
様
の
生
活
の
安
全

と
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
『
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ

る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
条
例
』
が
、
４
月
―
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

２
．
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
は
許
可
が

　
　
必
要
に
な
り
ま
す

巾
土
壌
の
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う

　
な
埋
立
て
等
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ

　
ま
す
。

仰
土
砂
等
を
埋
め
立
て
よ
う
と
す
る

　
区
域
以
外
の
場
所
か
ら
土
砂
等
を

　
搬
入
し
て
面
積
３
。
０
０
０
�
以

　
上
の
埋
立
て
等
の
事
業
を
行
う
場

　
合
は
、
県
の
許
可
が
必
要
に
な
り

　
ま
す
。

仰
仰
の
埋
立
て
等
の
事
業
を
行
う

　
場
合
は
、
埋
立
て
等
に
使
用
さ
れ

　
る
土
砂
等
の
安
全
基
準
（
土
壌
の

　
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
）
　
や
、
埋

　
立
て
等
の
構
造
基
準
（
崩
落
等
の

　
災
害
防
止
の
た
め
）
　
に
適
合
す
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈲
面
積
３
。
０
０
０
�
以
上
の
、
無

　
許
可
の
土
砂
等
の
埋
立
て
な
ど
の
、

　
条
例
に
反
す
る
行
為
に
対
し
て
は
、

　
最
高
１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

　
1
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

　
れ
ま
す
。

３
．
不
適
正
な
埋
立
て
等
を
防
止
し
て

　
　
住
み
よ
い
環
境
を
守
リ
ま
し
よ
う

　
コ
院
汚
染
さ
れ
た
土
地
を
元
の
状
態

に
回
復
す
る
に
は
、
多
大
な
経
費
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
土
砂
等
の

崩
落
に
よ
り
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
貴
重
な
人
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
条
例
の
目
的
の
達
成
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
土
地
は
自
分
で
管

理
す
る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
住
み
よ
い
環
境
を
守
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

才
子

　
県
生
活
環
境
部
環
境
整
備
課

　
萱
０
２
８
－
１
６
２
３
１
－
３
２
２
７

　歳末たすけあい運動にご協力いただき、誠にあ

りがとうございました。集まった募金は、民生委

員の皆さん等を通じて、要援護の家庭やひとり暮

らしのお年寄りなどへお届けいたしました。

八
ＺＸ

　
交
通
安
全
団
体
や
、
日
本
赤
十
字
奉

仕
団
員
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
幅
広

く
活
勤
し
て
い
る
壬
生
町
婦
人
会
百

中
ミ
ヨ
会
長
）
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
加
入
希
望
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田

中
ミ
見
バ
長
（
�
8
2
－
０
１
４
４
）
ま
で
。

寄
　
付

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

ａ
ｍ
．
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
金
３
千
８
２
８
円

近
藤
吉
み
子
様
②
　
　
　
金
２
万
円

岩
田
宰
子
様
①
　
　
　
　
金
５
万
円

１，６３０，８３１円額
訳

総
内

○自治会募金　　　１，３０３，３８０円

○預金利息　　　　　　　　　　　２２６円

○篤志募金　　　３２７，２２５円

　　(敬称略・受付順)

・壬生郷友会　　　　　　　６ ９，３９７円

・壬生の灸　　　　　　　　　２，１ ３ ２円

・書道弥生支部　　　　　　　３，０００円

・気功とダンスを楽しむ会

　　　　　　　　　　　　　５，０００円

・稲葉小学校　　　　　　　１６，４８７円

・壬生小学校　　　　　　　１１，５ １ ８円

・ガールスカウト栃木県第１８団

　　　　　　　　　　　　１ ０ ０，０００円

・安塚小学校　　　　　　　１１，３５０円

・小谷野芳子　　　　　　　　３，７５３円

・壬生中学校　　　　　　　４ ０，０００円

・㈱ケイ・エル・エス　　１４，５８８円

・掲協医科大学病院看護部

　　　　　　　　　　　　　５ ０，０００円

　会員相互の親睦を深めるイベン

トも行なっています。（写真は昨

年11目に行われた運動会）

（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

㈲
渡
辺
寝
装
様
④

匿
　
名
　
②

粂
川
守
久
様
①

｀ｓ４､一／

金
３
千
円

合金
１５
万千
円円

にが　　　●
納大納　　　国
付変期　　　民
し込限　　　年
まみ間　　　金
ﾄﾞ９　爺汗

ヽいは　期３スま　ヽ　限月
　す納　　３忿
　言昌

　めロ　旦

３

月

の

呂納

税

侭t
マ

まちのうごき

　　　　12月１日現在

人口]………3.9,9a9人:.(47)‥･

勇壮=jｿﾞ]lj9,7涸大白………帥3)……:

女十八20,253人バー4)

総

世帯数　12,818世帯G14）

　　　　（　）内は前月比
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弗

実

ダ

寺

亘 ﾐ
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